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原子は人工によりて攣癒す（講演）

　窒北帝國大學敏授理學博士荒勝文策

　　　　　　　　　序

　下弓な金属を封じて高貴なる物質にしょうとする努力は，既に錬金術の昔，

人類によって彿はれました・この努力は，三孝に實験を重ねる度に，其豫想

を裏切りまして，結果は全く別の方向に獲屯して行ったのであります．EPち，

それは今日の所謂L化野「と構する所の美しい近代科學の一部門を呼び起した

のでありまして，其得た結論は，次の具な命題となり了つたのであります．

EPち，「凡ての物質はこれ皆九十幾つかのし元素iと呼ぶべき物より構成せられ

て居るものであります．この元素は，凡て夫々L原子「と稽する微細なる（約10－s

cm程度の直径）最後的粒子として存在するのでありまして，これ等の粒子は

尋常一様の手段を以てしては，決して，破讃し又は相互に憂縛するものでは

無V・と云ふのであります，」これは，人類の野望に封ずる努力の悲鳴が眞理の

一つとして表はれ，學の基礎を作ったのであります．これと似たことが物理

學にもあるのでありまして，『一度仕掛けて置けば，何等勢力をつぎ込ますと

も，永久働く檬な器械仕組」を考案工夫せんとする多くの努力の悲鳴は，しさる

ことは天理に惇り，エネルギ1は不滅である「と云ふ物理學の根本命題を得

たのであります．即ち，熱力學の基本原理を知ったのであります．

　人の努力は必ず花を開き，實を結ぶものであります．耳利を目指して純理

を悟り，純理に精進して實敷の法を知るは，共に共に學徒の進む路でありま

す．一を野卑と下げすみ，他を迂遠と笑ふは，V・つれも共に誠むべきことで

あります．所詮は人類の内的生活の三陸であり，人類自らの祀編徴喜にあるの

であります．原子攣傳の野望は直接之を志し，直ちに之に著手した錬金術者

には恵まれなかったのでありますが，翼摯なる自然科二者の，倦まざる自然

観測と實験とによりまして，至って合理的に，而も前途に洋々たる希望の輝き

を見っS，成功するの域に達したのであります．吾々は，ここに，其の磯展の

経路を静に眺め，この貴き人類努力の跡を辿って見たv・と思ふのであります．
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　　　　　　　　　　　　　原子の自然崩壊

　物理學界は，私の此世に誕生致しました事を祝幅致して居ります爲か，そ

の年以來，異状の喪展を致して参ったのであります．

　眞察放電の方法による物理學の研究は，その時分から磯達致して参りまし

た．1895年には，R6ntgenによって，所謂レントゲン線，帥ちX線が予見さ

れました．それより敷ケ月遷れて，1896年には，Becquerelによってウラニウ

ムの放射能作用が護見せられ，引績き1897年にはJ・J・Thomson其他によっ

て電子（Electron）の存在が知られ・，爾來，原子の物理學は異歌の進歩をなし

たのであります．それが，1900年Planckによって，量子現象界の鍵が開かれ

て，より一層精氣を現はして來たのであります．

　『獲光スペクトルの研究をせよ，然らば原子の電子構成は明とならん』との

長岡博士の卓見（其の模型は今日共儘の形としては，既に古典に属することで

はありますが）を如實に，1913年にはBohrによって，．　Rutherfordの有核原

子模型をPlanckの量子世界と見たる，かの有名なる原子構造論が提出された

のであります．それによりますと，原子は核（直径10－12－1『13cm程度のもの）

と構ふべき陽電氣を帯びた重V・中心の周園をば，多くの電子が恰も太陽系に

於ける遊星の如く，種kの量子的廻縛運動量を以て運行（其軌道の直径は10一’s

cm程度のもの）する所の，一つの電磁力二丁であると云ふのであります．共の

核の持つ陽三下の量，從って，其の周園を運行しつNある電子の数が（其原子

の周期表に於ける番数に等しきも¢）であると見られて居る），共の原子の化學

的性質を決定するものであると見られ，これ等電予の運行状態の物理として，

原子が研究されたのであります．この物理，即ちL原子外廓電子の物理學「は・

共後Heisenberg（1925）によつて新鮮味が與へられ，物理現象を，代数學化

して見る習慣が新に導入されたのでありましたが，de　Bro91ie（1924－6）の

物質と波動との不可：分性の研究は，Schrδdinger（1926）の所謂L波動力學コを生

み，それ等が凝って，1）irac（1928）を通じて一層整然たる量子力學として現

はれたのであります．

　斯くて，物質（電子）存在の二二性，自口ち，或る現象の起る實現性を支配す

る波動の物理學として，或は，或早態の存在する強さを算出するに最も適す
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る代数學として・原子の構成駄態が研究せられるに至り・全く劃期的成果を

この原子外廓電子の物理學に於て致したのであります・

　所が一方，原子の本丸であるL核■が，果して何であるか，師ち該原子の質量

の殆んど三部のかNつてみる此の陽旧記を三つ本瓦は，果して軍一のL要元「

であるか，或は叉二種の構造物であるか，等と云ふ所謂L原子核の物理學「は，

これに比べますと，今日まで非常に僅かしか分って居なかったのであります．

　原子核物理學として，僅に致されてみたのは，放射能作用の研究と，原子

一個々々の質量を測定する研究とであったのであります・

　放射能作用の研究は，1898年，Mme．　CurieがRadium及びPoloniumを，

Bohemia産Pitchblendeより析出獲見致しまして以來，英三二國に於て，特

に盛に研究されたのでありまして，中tcも，其の物理學的方面の研究は，現

に，i英國Cambridge二二のCavendish　Laboratoryの長たるRutherford卿，

拉に其の一門の猫專的境地に正して來たのであります．これによりますと，

Radium等の所謂放射物質は，之を自然に放置して置きますと，之れからは，

爲三板を感光せしめる所のL線「を放射するのでありまして，之の線が通過す

る際は，附近の室氣を電離し，螢光物質に當っては，之れを光らせると云っ

た様な作用を呈するのであります．此の線を其の性能によって分析致します

と三種になるのでありまして，第一の線（α線）は，高速度（109cm／sec程度）

にて走るHe原子の核，帥ち，其れの有する二個の外廓電子を全く失ひ，從

て2だけの陽二言を帯びた全裸艦のHeであります．第二の線（β線）は，全

く電子（陰電子）でありまして，それが10iOcm／sec程度の速度を以て走るもの

であり，第三の線（γ線）は，・ノ線β三等の如き帯電禮では無くて，前にR6ntgen

の紙張いたしましたX線と全く同様，所謂，電磁波的輻射線でありまして，旧

訳の波長が短く，從て，振動数が大であって，忌めに，其のものの持つエネ

ルギー量子hvが，非常に大きいと云ふのみが違ふ所の線であります．此等

α，β，7の各線の放射される模様，即ち放射能は，其の原子の化學的結合歌態

とか，温度，三三，共の他普通の物理的状況には無二係に，止め度も無く，

と云って，叉促進加速しようもなく，只，成り行き的に行はれて居るものであ

ります．Rutherfordは1900年に，化學的には他物質と全く結合力なきにも
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拘らす，其の放射能は叉非常に張V・瓦斯艦Thorium　Emanationを獲恥し，

計いてRadium　Emanation，　Actinium　Emanationを内見致したのであります

が，これ等を容器に入れて，数時聞叉は激日闇放置して置きますと，次へ次

へと，其れの現はす放射能の攣化を來して冠りました．放射能のみではなく，

其の化學性質迄もが全く攣化し，他の物質と結合し得る種々の異なる物質へ

と，段階を：経て攣化することを獲見致したのでありましてsここに1903年，

Rutherford拉にSoddyによって，所謂L放射能的攣韓「の見解が提唱されたの

であります．此の考へによりますと，『放射性元素は，普通の元素とは異り，

其の原子は自然に崩壌し行き，其際，α及びβ粒子等を放射して，言語的性

質や物理的性質の幽く異った他の新しき原子に攣幽するものであり，此の原

子も亦，不安定なものであって，其のうちには，復同様にして吹の原子に攣り

行き，かくて，最後に至って安全なる原子になって落ち着くものである，』と

云ふのであります．この放射能の現象を，此の考で槻一致しますと，至って

都合よく，なだらかにL分る■のでありまして，今日，この驚くべき見解も常

識となって了ひ，誰一人疑はなくなった様な次第であります．例へば，これ

をRadiumに就て治しますと，　Ra原子（226）の一一群があると致しますと，こ

れ等は，夫々時計の経過と共に（忌物は疾く：或物は漏れは致しますが）不安定

となると見えまして，其の一つ一つが急に爆獲的崩壊をなし，a粒子を非常な

高速度1．5×109cm／sec（4．7×10c’　electron－volt）を以て飛び出させるのでありま

す．此のa．粒子はHeの原子核でありますから，4の原子量を有するわけで

ありまして，從て，結果の原子は，これだけ画くなって，222の原子量の

Radon（Radium：Emanation）なる化合性無き放射性物質となります．認れが

復α粒子を出して瓦斯艘ならぬRaAとなり，順次攣幽して途に安全なる原

子（Ra　G），即ち，一一一Ptの鉛となり凍ると云ふのであります．其際，各配力

に調て生する薪原子は，週期害毒に於ては，それがα攣縛によって生するな

らば二つ左に昇り，β両論によるものならば一つ右に移るのでありまして，

此黙亦事實と理論とはよく調和するのであります．この放射能留意轄の順序

を簡盟に圖示致しますと，第一岡の如くなるのであります．
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　原子一個一個の質量

　を測ること（　其一）

　今申し上げました檬に

原子も物によっては，之

を白然にほって置いても

自ら崩壌するものであっ

て，案外不安定なもので

あると言ふことが明瞭に

なって來たのであります

其崩壊する際に，破片と

して飛び出て來たものが

α粒子邸ちHe原子核で

ある所から見ると，少く

とも，放射性物質の原子

核は，それが如何に小さ

いとは云へ，猶ほ理る構

造を有して居るもの，帥

ち，築材によって組立て

られてみるものであると

云ふことが想起されて來

るわけでありまして，θ粒

子鄭ちHe原子核は，共

年徳の一つであると云ふ

ことが知られるのであり

ます．今治に，総ての原

子がHeからのみ組立て

られた建築物であると致

しますと，凡ての原子の
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原子量は，Heの原子量の整数倍となって居る筈であり，從て，原子一個一個

の質量も，必ずやHe原子一個の質量の整数倍になってみる筈であります．

しかし化性上の所謂原子量は，（証に，一際的に年々精密なる測定によって定

められて居りますが，）勿論二様なことにはなってみないのであります．然ら

ば，どうなってみるかと申しますと，酸素を16としての他の元素の原子量は，

或物は比較的整数に近く（例へばC－12．0036，N－1．4008の如く）表はれ献物

は比較的整数よりは大きく離れた小数部分を有してゐ（Ne＝20．18　Cl－36．5）

まして，勿論4の倍数にのみなってはみなv・のであります・所がJ．J．　Thomson

が，其陽極線分析の研究法によりまして，初めて原子拉に分子の一個一個の

質量を比較する方法を案出致しましてから，この原子量と云ふ観念を，一層

精細につき進んで解賦することが出來て來たのであります．同氏はNeに就

て，陽陰線分析を行ひました際，原子量20．18なるこの元素の原子一個の質量

は，（0一一16として見ると，）決して20．18ではなく，20のものと22のものと二種

（後人の研究では尚21との三種）よりなる滉合であると云ふことを見たのであ

ります．目口ち，Ne＝＝＝20。18は，　この二つの同位元素の混合のZF均f直であると

云ふことを魚見したのであります・私がお手鼻ひ致しまして行ひました京大

石野教授の塵素（35．5）に關する同方法による研究の結果も，この比較整湯壷

よりの離れの大きい元素は，亦35及び37（當時34と36と測定は致しました

が）の二種の整数値：で表はされる同位元素の混合であると云ふことを知った

のであります．時を同じうしてAstollは，非常に巧なる方法を案出致しまし

て，原子のかNる性質を特に詳しく研究することに便利な装置を完成致しま

して，多くの元素の原子に就て研究を行ひました．共結果は第一表にある様

に，凡ての元素の原子一個一個の質量は○＝一・16として表はせば殆んど整数で

表はされる様に出來てるるものであると云ふことを明瞭にしたのであります．

　そう致しますと，前に巾上げました様に，原子核が築材より組立てられて

居るであらうと云ふ想豫は，新しV・意味を以て謹嫁が揚って來たわけであり

まして，凡ての元素の原子核は，1と云ふ質：量のもの，帥ち，水素原子核Proton

から組立てられてみるのではなからうか，例へ，それが築材の第二即位とし

てHe（4H）を含むとしても，所詮は，水素拉に水素類似のものの結合して

居るものではなからうかと考へられるのであります．かくて，昔致された，

PrOutの假論が，新しく認識の世界へ蘇生って來たのであります．　（績⇔


